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Ⅰ 主題設定の理由 

今や世界は IoT や AI 等の開発・実用化により、

Society5.0 と言われる大きな社会変化の真っ只

中にあるとされている。インターネットがグロー

バルな情報通信基盤になるとともに、コンピュー

タやスマートフォン等が広く個人にも普及し、誰

もが情報の受け手だけでなく簡単に送り手として

の役割も担うようになった。 

教育においては、GIGAスクール構想が打ち出さ

れ、学習指導要領の着実な実施を進める上で ICT

環境は加速度的に進んだ。また、文部科学省は、

新時代における先端技術を効果的に活用した学び

の在り方を示した「新時代の学びを支える先端技

術活用推進方策（最終まとめ）」や、全ての子供た

ちの可能性を引き出す個別最適な学びと、協働的

な学びの実現を目指した「令和の日本型学校教育」

を取りまとめ、学習を行う上で ICT 環境を整えて

いくことは必須であるとした。さらに、「教育の情

報化に関する手引」では、「教育の情報化」は「教

育の質の向上」を目指すものであり、「情報教育」

「教科指導におけるICT活用」「校務の情報化」の

3 つの側面から構成されているとしている。そし

て、その実現において教員の ICT 活用指導力の向

上（研修等）、学校におけるICT環境整備が必要で

あるとともに、教育の情報化を推進するための教

育委員会や学校におけるサポート体制の整備が極

めて重要であるとされている。 

学習指導要領解説総則編では、情報活用能力を、

学習の基盤となる資質・能力と位置づけ、「児童生

徒の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能

力（情報モラルを含む）、問題発見・解決能力等の

学習の基盤となる資質・能力を育成するため、各

教科等の特性を生かし、教科等横断的な視点から

教育課程の編成を図るものとすること」と明記し、

改めて情報活用能力の必要性を示した。また、情

報活用能力については「主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善を通して、情報活用能

力などの資質・能力を育む効果的な指導ができる

ようにすること」とも記されている。これは情報

活用能力などの資質・能力を育成していくには、

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報

手段を適切に活用した学習活動の充実を図ること

が重要であるということであり、文部科学省は各

自治体の学校における ICT 環境の整備状況や、教

員の ICT 活用指導力に関する調査結果を公表し、

自治体による格差をなくすような取組を進めてい

る。中でも教員のICT 活用指導力は、文部科学省

のICT活用指導力チェックリスト（以下、「チェッ

クリスト」と表記）表１をもとに調査され、全国

の調査結果が一覧で公表されている。 

山梨県においても、全国と同様に教育の情報化

の実態等を把握し、関連施策の推進を図るため、

公立学校の授業を担当している全教員に教員の

ICT 活用指導力の調査が行われ、毎年公表される

調査結果を受けて、各自治体や県において様々な

取組が行われている。 

その結果、教育や児童生徒の学習環境にこれま

でにない変化が起こっている一方で、チェックリ

ストに挙げられる、「教材研究・指導の準備・評価・

校務などに ICT を活用する能力」、「授業に ICT を

活用して指導する能力」、「児童生徒の ICT 活用を

指導する能力」、「情報活用の基盤となる知識や態

度について指導する能力」といった調査結果から、

教師の ICT 活用指導力に不安を感じている教員が

少なからずいることは、課題として考えられる。 

そこで、山梨県総合教育センター（以下「本セ

ンター」とする）情報教育チームでは、各学校に

おける 1人 1 台端末の活用を含めた教育の情報化

が進む中、児童生徒の情報活用能力の育成や教師

の ICT 活用指導力の向上を図るために、学校に対



 

してどのような支援が可能であるかを探るため、

主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の目的 

次の点において、 本センターとしての学校支援

の在り方について明らかにする。 

・ICT 機器を活用した授業改善の支援や、教員の

ICT活用指導力の向上を図るための支援 

・研究推進校の実態に即した ICT 機器の効果的な

活用を通した、校内研究への支援 

 また、研究推進校（以下、推進校と略す）にお

ける、教員の ICT 活用指導力の向上に向けた校内

研究の実施方法や授業や校務での活用事例につい

てまとめ、各学校において校内研究の充実のため

の一助とするために広く県内に発信することを目

的としている。 

 

Ⅲ 研究の内容と方法 

１ 研究の内容 

本年度の研究は、県立高等学校一校に対し、推

進校の研究の目的を達成するため、次の（１）～

（３）に取り組み、検証を行った。 

（１）教員の ICT 活用指導力の把握とその分析を

もとにした支援 

  統計法に基づく国の調査である「学校におけ

る教育の情報化の実態等に関する調査」の「3．

教員の ICT活用指導力等の実態」（以下、ICT活

用指導力調査と略す）と同じ質問項目（チェッ

クリスト）を用いて年度当初の令和 6年 5 月に

推進校の教員の ICT 活用指導力の調査を行うこ

とで実態を把握する。単なるアンケートの集計

に終わらせず、他との比較や項目間の相関など

をもとに分析を行い、その結果を基にした支援

を行う。更に、令和 7年 1 月に再度同じチェッ

クリストを用いて調査を実施し、改めて分析を

行い、変容を見取るとともに推進校へのフィー

ドバックを行う。実施項目については２回の実

施の変容を見るために変更しない。 

 

（２）校内研究会（研修会）への参加と助言 

  推進校の校内研究会に、情報教育チーム担当

指導主事が参加するとともに、山梨大学アドバ

イザーの参加をお願いする。 

 

（３）ICT ツールの選定と機器の活用方法に対す

る指導助言 

  推進校が授業の振り返りにおいて ICT を活用

したい、特にMicrosoft365 の活用の推進と並行

して実施していきたいという課題を持っている

ことから、それに適したツールの選定を行こと

とする。 

また、推進校がDXハイスクールに指定されて

いることから、その導入機器を含めた校内にあ

る ICT 機器の活用を推進するための情報提供を

行う。 

 

２ 研究推進校の概要 

（１） 研究推進校 
山梨県立都留高等学校 

 

（２） 研究推進校 校内研主題 
ICT 活用指導力の向上 および ICT 機

器の効果的な活用 

 

（３） ICT環境や導入端末 
・生徒は、BYODによる１人１台のWindows端

末および Microsoft365 

・教員は、県立学校教員１人１台の Windows

端末および Microsoft365 

・各教室への大型モニター導入 

・高速インターネット通信環境 

 

３ 支援計画（研究日程と内容を含む） 

 令和 6年 4月 3日（水） 

 〇研究支援概要説明 

  ・センターによる支援内容の確認 

  ・DXハイスクールについての申請内容確認 

令和 6年 4月 12日（金） 

 〇研究支援方向性提案 

  ・推進校の研究主題の確認 

 ・支援内容の方向性についての確認 

令和 6年 5月 1日（水） 

 〇研究支援決定および授業参観 

 ・支援内容の確認 

 ・授業参観 

・校内の ICT機器、設備の確認 

  ・DXハイスクールについての概要確認 

令和 6年 5月 29日（水）～6月 10日（月） 

 〇教員の ICT活用指導力の調査（１回目） 

令和 6年 7月 10日（水） 

 〇学校担当指導主事訪問帯同 

  ・DXハイスクール導入検討機器の活用方法に

ついての校内検討 

令和 6年 7月 23日（火） 

 〇校内研修会 

  ・OneNote（クラスノートブック）の利用方法



 

についての研修 

令和 6年 10月 1日（火） 

 ○推進校へアンケートの分析結果の報告 

令和 6年 10月下旬～12月中旬 

  〇校内研究授業および校内研修会についての

打合せ 

令和 6年 12月 17日（火） 

  〇校内研究授業および研修会 

令和 6年 12月 24日（火）～1月 8日（水） 

  〇教員のICT活用指導力の調査（２回目） 

 令和 7年 1月 31日（金） 

  ○推進校への分析結果およびまとめの報告 

令和 7年 2月以降 

  〇研究のまとめ 

  〇来年度の研究について 

 

Ⅳ 研究の結果と考察 

１ 教員の ICT 活用指導力の把握とその分析をも

とにした支援 

（１）実施の流れと概要 

推進校に対し5月と12月の２回に渡ってICT

活用指導力や ICT 機器およびツールの利用状況

についてアンケート調査を行った。前述のとお

り、調査項目については、変容を見るために 2

回とも変えずに実施した。情報教育チームとし

て作成したMicrosoft Forms（以下、Formsと略

す）のアンケートを、推進校内で Microsoft 

Teams（以下、Teamsと略す）を用いて配信して

もらい、データは情報教育チームで直接収集し

た。回答に当たっては無記名による回答とした。 

この結果を情報教育チームにおいて分析し、

推進校にフィードバックして、校内での ICT 活

用の推進の参考にしてもらうとともに、校内研

修会の内容の検討にも活用した。 

 

（２）アンケート項目の選定と概要 

アンケート項目は、後掲の資料表１の ICT 活

用指導力調査の項目に加え、「私はICT機器を扱

うことは…（授業に限りません）」というICT機

器についての全般的な印象をどう捉えているか

という設問、普段の授業で活用している校内の

機器や、Microsoft365を含む ICTツールの利用

状況についての質問など、全28項目について実

施することとした。 

今回のアンケート調査については、単にアン

ケート結果を見るのではなく、大きく 3 つの目

的を設定した。1点目は、「支援の事前と事後の

比較」、2点目は、「比較対象のあるデータは比較

を行ったり、設問どうしの相関を調べたりする

ことでの、推進校の現状分析」、3点目は、「推進

校での振り返りの ICT 化を実行するためのツー

ルの選定」である。 

ICT 活用指導力調査を利用する理由について

は、個人の ICT の利活用の状況が網羅的に含ま

れていることに加え、e-Stat（政府統計の総合

窓口）において集計結果が公表されているため、

これを利用することで外部データとの比較が行

えるためである。 

以下、項目の概要を記載する。 

・回答者自身のことについて 

・担当教科 

・「私は ICT機器を扱うことは…（授業に

限りません）」 

・ICT活用指導力調査（16問） 

・ICT活用について 

  ・Teamsの活用状況（４問） 

  ・Microsoft365の機能の活用状況 

・ICT活用に困ったときの対応（２問） 

・BYOD端末の活用状況 

・振り返りの実施方法 

  ・機器やツールの利用頻度 

以上、28項目で実施した。なお、質問数が多

いため、推進校の先生方の負担を減らすために

すべての項目について選択式とした。 

特に今回の分析にあたって重要視したのが、

２問目の「私は ICT 機器を扱うことは…」の質

問である。これは、「得意である」、「やや得意で

ある」、「あまり得意とはいえない」、「苦手であ

る」の４つの選択肢から回答してもらうことと

したが、ICT に関する全体的な印象をどう感じ

ているかということを聞くことで、他の質問項

目と関連性があるかどうかを分析するために設

定した。当初、「授業にICTを活用することは…」

という設問にすることも検討したが、授業だけ

でなく校務にも ICT を活用することについても

含めたいという視点と、教員の１人１台端末や、

プロジェクター、書画カメラといった校内にあ

る ICT 機器だけでなく、スマートフォンやタブ

レットといった身の回りにある機器も含めて、

扱うことをどう感じているかという視点を含め

て調査するため、敢えて「機器の扱い」とした。

ことを目的としている。特に、自身の担当教科

を聞く設問の次に配置することで、ICT 全般に

対する印象について問うことができると考えた。 

 

（３）１回目のアンケート結果の概要と分析 



 

まず、「私はICT機器を扱うことは…」の設問

に対し、「得意である」、「やや得意である」とい

う肯定的な回答が 15 名（約 46.9％）、「あまり

得意とはいえない」、「苦手である」という否定

的な回答が 17 名（約 53.1％）とほぼ同数であ

った。これをもとにして他の回答結果との関連

性の分析を行った。分析には、Microsoft 365の

ツールの１つである、Power BIを用いた（図１）。

これにより設問間において個々の回答結果どう

しの関連性を容易に見ることができるため、分

析の方向性の検討に利用した。 

 

ア ICT活用指導力調査について 

ICT 活用指導力調査の回答結果については、

前述のとおり「できる」、「ややできる」の結果

が文部科学省から公表されているので、これを

用いて比較・分析を行うこととした。A-1 から

A-4の「教材研究・指導の準備・評価・校務など

に ICT を活用する能力」、および、B-1 から B-4

の「授業に ICT を活用して指導する能力」の８

項目については、概ね県や全国の平均とほぼ等

しい結果となっていた。一方、C-1 から C-4 の

「児童生徒の ICT 活用を指導する能力」や D-1

から D-4 の「情報活用の基盤となる知識や態度

について指導する能力」の８項目については複

数の項目においては１割前後低い結果となった。

具体的には、「D-4 児童生徒がコンピュータや

インターネットの便利さに気付き、学習に活用

したり、その仕組みを理解したりしようとする

意欲が育まれるように指導する。」という項目が

県や全国の平均はともに約 85％であったのに

対し 68.8％にとどまり、差が約 16％となった。

アンケートの回答者数が32名であったため、回

答者１名あたりの占める割合が約３％であり、

５～６名分の差であると考えられる。これは各

教科で１名前後と考えると人事異動によって生

じる程度の割合であることから、軽微な差であ

ると考えることもできるが、推進校の課題点の

１つであることは間違いない。 

ただし、この ICT 活用指導力調査の項目につ

いては、回答の基準が明確なものではない。例

えば、「できる」と回答するためには、具体的に

何ができることで「できる」と回答して良いか、

というものが示されている訳ではない。そのた

め、回答者の ICT 活用に関する知識や経験によ

って基準が異なっているという点を理解してお

くことが必要であると考える。例えば、ICT活用

が得意な人であっても、セミナー等に参加して

全国での実践事例を見たときに、「自分の実践で

はまだまだ十分とはいえない」と考え、「あまり

できない」と回答してしまうかもしれない。逆

に、そういった事例等を知らない人にとっては、

これくらい出来ていれば十分と考え、「ややでき

る」と回答するかもしれない。このようなこと

を考慮して分析を行っていくことが必要である。 

校内で行った調査結果を見る際に、そのデー

タだけで結果を分析しようとすると、単に項目

間の比較に終わってしまうことがある。今回の

結果についても、項目間を比較した際に低く見

える項目があったが、県や全国の平均と数％程

度の差しかないものもあった。場合によっては

他の平均を上回っていることも考えられる。こ

ういった、他の集団、特に母数の大きなものと

比較することは大切であることを改めて考える

機会となった。 

また、「私はICT機器を扱うことは…」の設問

との関係性についても分析（図２）を行った。

教科ごとに「私は ICT 機器を扱うことは…」の

割合を見た上で、２種類の関係性を調べた。 

 

１点目として、ICT 活用指導力調査の回答の

選択肢が「できる」、「ややできる」、「あまりで

きない」、「できない」の４つであることから、

これを４点から１点の４段階に数値化し、縦に

教科、横に「私は ICT 機器を扱うことは…」の

回答別にした表（図２中央）にまとめた。 

この結果を見ると、「私はICT機器を扱うこと

図 １ Power BI による分析 

図 ２ 相関関係 



 

は…」の結果と概ね相関があることが分かる。 

２点目として、上記の関係を詳細に見るため

に、教科は使わず個々の回答結果を散布図（図

２右部分）にして検討した。ここからは、ほぼ

正の相関があることが読み取れた。図２中の赤

枠部分の回答については、若干ではあるが、ICT

機器の扱いがあまり得意とはいえない・苦手で

あるという回答者が ICT 活用指導力調査では肯

定的な回答に寄っているように見られる。この

ことは、苦手意識があると思っている先生でも

実際の指導の場面においては、ある程度自信を

持って指導ができている、ということであると

考える。 

 

イ Microsoft365の活用状況 

Microsoft365 の活用においては、Teams の活

用については進んでいるが、その他のツールの

活用について知りたいという推進校の要望があ

ったため、どのようなツールを活用しているか

調査した結果が図３である。 

 

推進校では授業の振り返りに ICT を利用した

い、という目標があったため、これを実践する

ツールとして考えられる代表的なものが、Forms

と OneNote（Teamsにおけるクラスノートブック）

である。それぞれの利用状況を比較すると、

Forms が 29 名であったのに対し、OneNote を使

ったことがある先生は５名であった。 

このように学校が推進していこうとする仕組

みを考える上で、他のアプリケーションや機器

などを含めた調査を行うことで、どのアプリの

活用が進んでいるかを把握し、それといかに連

携させるかを考えたり、対比してメリット・デ

メリットなどを考えたりすることができる。後

述するが、今回の支援において、「授業の振り返

りという場面では、OneNote の方が、優位性が高

い」ということを考えると、Formsとの対比を提

示しつつ OneNote の利点を示すことが校内での

推進に繋がるのではないかという学校への提案

の１つとすることができた。 

 

ウ ICTツールの活用状況 

授業中にどのような ICT ツールや機器を活用

しているか調査を行った。具体的には、自作・

教科書会社作成のPowerPointや、デジタル教科

書・デジタル指導書、Web記事、オンライン動画、

Microsoft 以外のソフトウェアの提示、教育向

けオンラインツール、書画カメラといったもの

を使ったことがあるものを頻度と合わせた複数

回答による。（図４） 

 

この項目では、個別の結果だけでなく、各教

科との関連性についてもデータの分析を行った。

特定のツールが良く使われている・使われてい

ないという点を知るだけでなく、どの教科でど

のような活用が行われているか、ということを

知ることができる。また、これを校内で共有す

ることで活用の幅が広がることが期待される。 

 

（４）２回目のアンケート結果の概要と分析 

12月末から1月にかけて２回目の調査を行っ

た。１回目と全く同じ質問項目で回答をしても

らったが、ほとんどの項目で顕著な変化は見ら

れなかった。ICT 活用指導力調査の回答結果の

うち 10％以上減少している項目が２件あった。

具体的には A-4「学習状況を把握するために児

童生徒の作品・レポート・ワークシートなどを

コンピュータなどを活用して記録・整理し、評

価に活用する。」と、B-3「知識の定着や技能の

習熟をねらいとして、学習用ソフトウェアなど

を活用して、繰り返し学習する課題や児童生徒

一人一人の理解・習熟の程度に応じた課題など

図 ３ Microsoft365 の活用状況 

図 ４ ICTツールの活用状況 



 

に取り組ませる。」という項目である。このICT

活用指導力調査には、前述したとおり明確な基

準がある調査ではないという性質である。また、

ICT活用の指導が半年の間に「できなくなる」と

いうことは考えにくい。これらから、この減少

した項目については、先生方の知見が広がった

ことによって前回よりも自己評価が下がったの

ではないかと考える。 

 

（５）推進校の担当者へのフィードバック 

今回の調査・分析の結果については、２回の

それぞれについて、推進校の管理職および研究

主任へ報告を行った。校内での今後の ICT 活用

推進の参考にしていただくための資料になると

考える。 

 

２ 校内研修会における ICT ツールの選定と、研

究授業における支援と指導助言 

（１）校内研修会 

前述のとおり、ICT を活用した授業の振り返

りに、OneNote（クラスノートブック）の利用を

視野に入れ、研修を実施した。 

そもそも ICT を振り返りに活用することで、

「紙に比べて紛失の可能性が少ない」ことと、

「キーワードを用いた検索が可能である」とい

う点がメリットとなる。これらに加えて、

OneNoteを利用することで、「複数の場所にデー

タが散らばることが少なくなる」という点が考

えられる。 

 

また、Forms の活用が進んでいることから、

Forms での振り返りを行うことのメリットとデ

メリットについても考える必要がある。Forms

を使うと、児童・生徒は簡単に回答することが

できる一方、自身の回答結果である振り返りの

内容は、自分が意図的に保存しない限り手元に

残らない。また、保存したとしても個別のアン

ケートがそれぞれ別のものとして保存されてし

まうため、どの授業の、いつの振り返りの内容

なのかというものが管理しづらい面もある。一

方、教員にとっては、生徒の意見が Forms の回

答結果という一箇所に集約されることになるた

め、一覧性が良くなるという面もある。 

これに対して、OneNote（クラスノートブック）

を利用して振り返りを行うことで、図５のよう

な形式で自身の振り返りを１つの画面で記入し、

過去のものを見ることができる。もちろん、検

索を行うことも可能である。 

教員の授業改善という点においては Forms を

使った振り返りというのはメリットの方が大き

いが、児童・生徒の授業の振り返りという性質

を考えた際にはデータが蓄積されていることと、

いつでも自分の過去のデータに触れることがで

きるという点が大切であると考える。 

以上のような点を踏まえて、ICT を活用する

ことのメリット、OneNoteを使う意味、OneNote

の使い方といった点を中心に、実際にPCを使っ

た演習を取り入れながら７月に校内研修会を実

施した。 

 

（２）校内研究授業および研修会 

OneNote を使った研修会から一定程度時間を

おいて、12月に校内での研究授業を行っていた

だいた。この研究授業については、山梨大学ア

ドバイザーの稲垣俊介准教授にも参観していた

だき、研修会において助言をいただいた。 

研究授業の内容としては、数学Ⅰの「データ

の分析」という単元において、仮説を立てた上

で、Forms を使ったアンケートをクラス内で行

い、そのデータを集計、分析して仮説の検証ま

で行い、その結果についてプレゼンテーション

を行っていた。授業の最後に OneNote を用いた

振り返りを実施した。 

３～４人のグループに分かれ、グループ内で

データを整理する人、プレゼンテーションを作

成する人など、それぞれが BYOD 端末を利用し、

分担して作業を行っていた。各自が自分の役割

に真剣に取り組んでおり、作業の分からない部

分については、お互いに相談しながら進めてい

た。 

振り返りについては、Teams の課題機能を利

用して事前に作成しておいた振り返りのページ

を個々のクラスノートブックに対して配信する

形を取っていた。 

終了後の研修会においては、稲垣先生より生

図 ５ OneNote を使った振り返りの例 



 

徒の BYOD端末について、想像以上に生徒にスキ

ルがあり内容も充実しているなどのお褒めの言

葉もあり、今後の ICT 活用についても助言をし

ていただいた。参加した先生方どうし、授業や

振り返りにおける ICT 活用の事例について情報

交換も行われ、今後の活用に向けた目線合わせ

の機会となったと考える。 

 

Ⅴ まとめと今後の課題 

本センターでは、「ICT機器を活用した授業改

善の支援や、教員の ICT 活用指導力の向上を図

るための支援の在り方」・「研究推進校の実態に

即した ICT 機器の効果的な活用を通した、校内

研究への支援の在り方」について、推進校の実

態に応じた支援を行ってきた。その成果と課題

については次のとおりである。 

 

１ 成果 

・アンケート分析を行うことで、推進校の現

在の先生方の指導力やICT活用状況、機器

の利用状況などを整理することを通して

分析の手法や注意点などについてまとめ

るができた。 

・推進校の実態に応じた各種ICTの実践事

例、授業の中での活用などの視点において

情報提供を行うことにより、推進校の校内

での活用の方向性について一助とするこ

とができた。 

・本センター情報教育担当指導主事の派遣

により、 ICTの効果的な活用に関する専門

的な視点からの研究支援を行うことがで

きた。 

・本センター研究大会を通じて、推進校の研

究成果を基にした、教員のICT活用指導力

の向上に関する取組方法の情報発信がで

きた。 

 

２ 課題 

・教科等の指導におけるICTの効果的な活用

についての更なる支援の充実が求められ

る。 

・推進校における先生方のICTの活用状況お

よびスキルに差があり、それぞれの先生方

に応じた支援が求められる。 

・高等学校における実践においては、各教科

の特性の幅が広いことから、個別に課題を

持っていることが多く、統一した支援を行

うための方策を検討する必要がある。 

上記のような課題が考えられる。今後の研

究に際しては、これらの点を念頭にテーマ

を設定し、研究に取り組みたい。 

 

３ 研究のまとめ 

今年度の研究を通して得られた知見を大

きく３点にまとめたい。 

まず１点目として、ICTの活用を進めてい

くにあたって、現状分析が大切である。その

点において、単にアンケートを行うだけでな

く、これをしっかりと分析してフィードバッ

クすることができたと考える。対象者となる

人たちのアンケート結果を見て判断するの

ではなく、他者比較や項目間の関連性の把握

等も大切な要素であると考える。 

２点目として、推進校である都留高校の生

徒のBYOD端末の活用スキルがどの程度ある

のか、ということを共有する良い機会ができ

た。特に今回の研究授業においては、情報教

育チームにとっても、驚くほど生徒が端末を

活用できていることを知ることができた。こ

こまで使えるのであれば、皆でこれをやって

みよう、次はこうしよう、という基準が示せ

たのではないかと考える。 

３点目として、ツール活用の有用性の把握

である。授業の振り返りにOneNoteの活用を

考え、支援してきたが、校内でFormsが浸透

していたことから、校内研修会など、Forms

との対比についても都留高校へ案内ができ

たと感じている。こういった、他のツールの

浸透の度合いも見ることで、校内でのICT活

用を推進していくための方向性が見え、ICT

活用の起点になると考える。 

都留高校における今年度の目標は、ICTを

利用して振り返りを行いたい、というもので

はあったが、実際には、紙による振り返りも

多く行われている。もちろん、紙で行うこと

のメリットもあるが、ICTを活用することの

メリットを把握した上で校内での更なる検

討や研究を進めていく機会となったのでは

ないかと考える。 

おわりに、本研究が多くの学校における、

ICT活用の充実及び先生方のICT活用指導力

の向上に向けた新たな一歩を踏み出す一助

となれば幸いである。 
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